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〇

大

和

田

家

・

ダ

イ

ニ

ン

グ

（

朝

）

パ

ジ

ャ

マ

姿

の

大

和

田

誠(6)

が

入

っ

て

く

る

。

テ

ー

ブ

ル

の

上

に

は

コ

ン

ビ

ニ

の

菓

子

パ

ン

が

ニ

個

と

麦

茶

の

パ

ッ

ク

が

置

い

て

あ

る

。

誠

、

テ

ー

ブ

ル

の

上

を

見

つ

め

る

。

流

し

に

は

食

べ

終

わ

っ

た

食

器

が

乱

雑

に

積

ま

れ

て

い

る

。

誠

、

パ

ン

を

食

べ

始

め

る

。

〇

六

道

家

・

全

景

（

朝

）

蝉

が

鳴

い

て

い

る

。

住

宅

街

の

一

軒

家

。

〇

同

・

寝

室

（

朝

）

目

覚

ま

し

時

計

が

鳴

り

響

い

て

い

る

。

六

道

詠

志

（50

）
・

六

道

志

郎

（17

）
・

六

道

理

人

（

7

）

が

布

団

で

並

ん

で

寝

て

い

る

。

〇

同

・

六

道

映

理

の

部

屋

（

朝

）

カ

ー

テ

ン

が

引

か

れ

薄

暗

い

部

屋

。
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六

道

映

理

（25

）

の

手

が

ベ

ッ

ド

サ

イ

ド

の

目

覚

ま

し

時

計

の

ア

ラ

ー

ム

を

止

め

る

。

映

理

、

カ

ー

テ

ン

を

勢

い

よ

く

開

け

る

。

映

理

、

部

屋

を

出

る

。

映

理

の

声

「

お

父

さ

ん

、

志

郎

、

理

人

！

朝

だ

よ

起

き

て

！
」

〇

駅

前

・

カ

フ

ェ

（

朝

）

優

雅

な

音

楽

が

流

れ

る

店

内

。

キ

ー

ボ

ー

ド

を

素

早

い

動

き

で

タ

イ

ピ

ン

グ

す

る

音

。

大

和

田

誠

（27

）

が

真

剣

な

目

で

ノ

ー

ト

Ｐ

Ｃ

と

向

か

い

合

っ

て

い

る

。

コ

ー

ヒ

ー

を

口

に

含

み

、

満

足

げ

に

息

を

吐

く

。

〇

六

道

家

・

キ

ッ

チ

ン

（

朝

）

映

理

が

朝

食

を

作

っ

て

い

る

。

映

理

の

後

ろ

を

理

人

が

走

り

抜

け

る

。

理

人

「

姉

ち

ゃ

ん

、

俺

の

体

操

服

ど

こ

ー

？
」



20 × 20 = 400

3

映

理

「

洗

濯

し

て

机

の

上

に

置

い

て

あ

る

よ

」

映

理

の

後

ろ

を

志

郎

が

通

り

過

ぎ

る

。

志

郎

「

姉

ち

ゃ

ん

、

今

日

俺

弁

当

い

ら

ね

ぇ

」

映

理

「

え

え

？

も

う

作

っ

ち

ゃ

っ

た

」

志

郎

「

バ

イ

ト

終

わ

り

に

食

う

わ

」

詠

志

が

両

手

に

ネ

ク

タ

イ

を

持

っ

て

映

理

の

後

ろ

に

立

つ

。

詠

志

「

映

理

、

こ

の

ス

ー

ツ

に

合

う

の

ど

っ

ち

か

な

」

映

理

「
（

チ

ラ

ッ

と

見

て

）

赤

い

方

！
」

詠

志

「

あ

り

が

と

う

」

詠

志

、

歩

い

て

い

く

。

映

理

、

両

手

に

皿

を

持

っ

て

振

り

返

る

。

映

理

「

朝

ご

は

ん

で

き

た

よ

ー

！
」

詠

志

・

志

郎

・

理

人

「

は

ー

い

」

バ

タ

バ

タ

と

集

ま

っ

て

い

く

。

映

理

、

皿

を

持

っ

て

付

い

て

い

く

。

〇

駅

前

・

カ

フ

ェ

（

朝

）

大

和

田

、

ス

コ

ー

ン

を

食

べ

な

が

ら

Ｐ

Ｃ

を

操

作

す

る

。
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大

和

田

「

我

な

が

ら

惚

れ

惚

れ

す

る

資

料

だ

な

」

大

和

田

、

笑

い

を

堪

え

き

れ

ず

肩

を

揺

ら

す

。

カ

フ

ェ

店

員

が

不

審

げ

に

通

り

過

ぎ

る

。

〇

六

道

家

・

ダ

イ

ニ

ン

グ

（

朝

）

朝

食

を

食

べ

て

い

る

映

理

・

詠

志

・

志

郎

・

理

人

。

映

理

、

腕

時

計

を

見

る

。

映

理

「

え

、

も

う

こ

ん

な

時

間

！

私

行

か

な

き

ゃ

」

映

理

、

急

い

で

食

べ

る

。

詠

志

「

今

日

か

ら

新

し

い

職

場

だ

っ

た

か

」

映

理

「

う

ん

。

ダ

イ

ア

ホ

ー

ム

」

詠

志

「

そ

う

か

。

後

の

こ

と

は

や

っ

て

お

く

か

ら

」

映

理

「

う

ん

、

あ

り

が

と

。

い

っ

て

き

ま

す

！
」

詠

志

・

志

郎

・

理

人

「

い

っ

て

ら

っ

し

ゃ

い

」

映

理

、

鞄

を

掴

ん

で

部

屋

を

出

て

い

く

。

詠

志

、

映

理

の

皿

を

片

付

け

始

め

る

。

〇

駅

前

・

ビ

ジ

ネ

ス

街

（

朝

）

車

が

た

く

さ

ん

車

道

を

走

る

。
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歩

道

を

歩

く

多

く

の

ビ

ジ

ネ

ス

マ

ン

。

映

理

、

時

間

を

気

に

し

な

が

ら

駆

け

足

。

〇

同

・

カ

フ

ェ

前

（

朝

）

店

員

の

声

「

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

し

た

ー

」

映

理

が

走

っ

て

く

る

。

ド

ア

が

開

い

て

大

和

田

が

出

て

く

る

。

映

理

「

わ

っ

！
」

大

和

田

「

え

っ!?

」

開

い

た

ド

ア

に

映

理

が

ぶ

つ

か

り

尻

も

ち

を

つ

く

。

ハ

ン

ド

バ

ッ

グ

が

転

が

り

パ

ス

ケ

ー

ス

が

飛

び

出

る

。

映

理

「

い

た

た

…
」

大

和

田

「

ご

、

ご

め

ん

な

さ

い

。

大

丈

夫

で

す

か

？
」

大

和

田

、

映

理

に

手

を

伸

ば

す

。

映

理

「

は

い

…

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

す

」

映

理

、

大

和

田

の

手

を

取

っ

て

立

ち

上

が

る

。

大

和

田

、

パ

ス

ケ

ー

ス

を

拾

う

。

大

和

田

「

ろ

く

、

ど

う

さ

ん

？
」



20 × 20 = 400

6

映

理

「

り

く

ど

う

っ

て

読

む

ん

で

す

」

大

和

田

「

あ

、

そ

う

な

ん

だ

。

カ

ッ

コ

い

い

名

前

だ

ね

。

ど

う

ぞ

」

映

理

、

大

和

田

か

ら

パ

ス

ケ

ー

ス

を

受

け

取

る

。

大

和

田

「

急

い

で

た

よ

う

だ

け

ど

平

気

？
」

映

理

「

あ

っ

（

時

計

を

見

て

）

ヤ

バ

イ

！
」

映

理

、

会

釈

し

て

走

り

出

す

。

大

和

田

、

映

理

を

笑

顔

で

見

送

る

。

〇

株

式

会

社

ダ

イ

ア

ホ

ー

ム

関

東

支

部

・

全

景

立

派

な

社

屋

。

映

理

の

声

「

よ

ろ

し

く

お

願

い

し

ま

す

！
」

〇

同

・

オ

フ

ィ

ス

広

々

と

し

た

オ

フ

ィ

ス

。

数

人

の

社

員

が

仕

事

を

し

て

い

る

。

壁

の

成

績

表

グ

ラ

フ

、

大

和

田

が

首

位

。

窓

際

の

席

、

寺

島

唯

（41

）

と

映

理

が

向

か

い

合

っ

て

い

る

。
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寺

島

の

手

元

、

映

理

の

履

歴

書

が

あ

る

。

寺

島

「

六

道

映

理

さ

ん

、

だ

ね

。

部

長

の

寺

島

で

す

。

こ

れ

か

ら

よ

ろ

し

く

」

映

理

「

よ

ろ

し

く

お

願

い

し

ま

す

」

映

理

、

深

々

と

頭

を

下

げ

る

。

寺

島

「

緊

張

し

な

く

て

い

い

か

ら

。

ウ

チ

は

結

果

さ

え

出

せ

ば

オ

ッ

ケ

ー

。

仲

良

く

や

ろ

う

ね

」

映

理

「

は

い

！

よ

ろ

し

く

お

願

い

し

ま

す

！
」

映

理

、

９

０

度

に

お

辞

儀

す

る

。

寺

島

「

じ

ゃ

あ

早

速

、

君

に

参

加

し

て

ほ

し

い

業

務

が

あ

っ

て

ね

…
」

〇

同

・

廊

下

映

理

、

書

類

の

束

を

抱

え

、

キ

ョ

ロ

キ

ョ

ロ

し

な

が

ら

歩

い

て

い

る

。

扉

の

プ

レ

ー

ト

を

順

に

見

な

が

ら

歩

く

。

映

理

「

ミ

ー

テ

ィ

ン

グ

ル

ー

ム

Ａ

、

Ｂ

…
」

Ｄ

の

プ

レ

ー

ト

を

見

つ

け

て

ド

ア

ノ

ブ

に

手

を

伸

ば

す

。

大

和

田

の

声

「

は

？

契

約

社

員

？
」
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映

理

の

手

が

止

ま

る

。

大

和

田

の

声

「

ど

う

い

う

こ

と

で

す

か

、

一

人

つ

け

て

く

れ

る

っ

て

、

正

社

員

か

と

思

っ

て

た

の

に

」

映

理

、

眉

間

に

皺

を

寄

せ

て

ド

ア

に

耳

を

付

け

る

。

寺

島

の

声

「

皆

そ

れ

ぞ

れ

自

分

の

案

件

抱

え

て

る

か

ら

そ

う

そ

う

補

助

に

は

回

せ

な

い

ん

だ

よ

」

大

和

田

の

声

「

は

ぁ

…

だ

っ

た

ら

い

な

い

方

が

ま

し

じ

ゃ

な

い

で

す

か

？

契

約

社

員

な

ん

て

い

た

っ

て

邪

魔

な

だ

け

じ

ゃ

…
」

〇

同

・

ミ

ー

テ

ィ

ン

グ

ル

ー

ム

Ｄ

映

理

、

乱

暴

に

ド

ア

を

開

け

て

怒

鳴

り

込

む

。

映

理

「

誰

が

邪

魔

で

す

か

！
」

話

し

て

い

た

大

和

田

と

寺

島

、

ギ

ョ

ッ

と

し

た

顔

で

振

り

返

る

。

映

理

、

大

股

で

大

和

田

に

詰

め

寄

る

。

映

理

「

ま

だ

会

っ

て

も

い

な

い

う

ち

か

ら

随

分

言

い

た

い

放

題

言

っ

て

く

れ

る

じ

ゃ

な

い

で

す

か

！

契

約

社

員

だ

っ

て

使

っ

て

み

て

か

ら

文

句

言

っ

て

く
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だ

さ

い

よ

！
」

大

和

田

「

な

、

な

ん

な

ん

だ

お

前

い

き

な

り

出

て

き

て

無

礼

な

…
」

大

和

田

、

ハ

ッ

と

し

た

顔

で

映

理

を

見

る

。

映

理

も

大

和

田

を

見

つ

め

ハ

ッ

と

す

る

。

映

理

「

あ

な

た

、

さ

っ

き

の

！
」

大

和

田

「

お

前

、

今

朝

の

…
！
」

寺

島

、

き

ょ

と

ん

と

大

和

田

と

映

理

を

見

る

。

〇

同

・

オ

フ

ィ

ス

社

員

た

ち

が

忙

し

そ

う

に

働

い

て

い

る

。

大

和

田

、

時

折

汗

を

拭

い

な

が

ら

真

剣

な

様

子

で

Ｐ

Ｃ

を

操

作

し

て

い

る

。

映

理

、

コ

ッ

プ

で

麦

茶

を

運

ん

で

く

る

。

映

理

「

ど

う

ぞ

」

大

和

田

、

麦

茶

を

見

て

嫌

な

顔

。

大

和

田

「

な

ん

だ

こ

れ

」

映

理

「

麦

茶

で

す

け

ど

。

今

日

み

た

い

な

暑

い

日

に

ピ

ッ

タ

リ

」

大

和

田

「

そ

ん

な

味

も

素

っ

気

も

な

い

も

の

飲

め

る
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か

！
」大

和

田

、

コ

ッ

プ

を

払

い

の

け

る

。

映

理

「

あ

っ

」

床

に

麦

茶

が

こ

ぼ

れ

る

。

映

理

、

慌

て

て

拭

く

。

大

和

田

「

こ

う

い

う

時

持

っ

て

く

る

の

は

コ

ー

ヒ

ー

だ

ろ

コ

ー

ヒ

ー

！

ホ

ン

ト

使

え

ね

ぇ

。

こ

れ

だ

か

ら

契

約

社

員

は

」

大

和

田

、

ブ

ツ

ブ

ツ

言

い

な

が

ら

Ｐ

Ｃ

に

向

か

う

。

映

理

、

大

和

田

に

見

え

な

い

よ

う

に

舌

を

出

す

。

幸

田

「

大

丈

夫

？
」

幸

田

康

夫

(30)

、

テ

ィ

ッ

シ

ュ

箱

を

持

っ

て

一

緒

に

拭

き

始

め

る

。

映

理

「

す

み

ま

せ

ん

、

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

す

」

幸

田

「

大

変

だ

ね

、

あ

い

つ

の

下

は

」

映

理

「

契

約

社

員

に

親

で

も

殺

さ

れ

た

ん

で

す

か

ね

、

あ

の

人

」

幸

田

「

面

白

い

こ

と

言

う

ね

、

君

」
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大

和

田

、

チ

ラ

と

見

て

す

ぐ

に

視

線

を

外

す

。

〇

同

・

オ

フ

ィ

ス

（

夕

）

チ

ラ

ホ

ラ

と

帰

社

す

る

社

員

が

出

て

く

る

。

映

理

、

Ｐ

Ｃ

を

閉

じ

る

。

大

和

田

、

図

面

の

束

を

映

理

の

机

に

置

く

。

大

和

田

「

六

道

、

広

告

用

の

物

件

資

料

作

っ

て

く

れ

」

映

理

「

す

み

ま

せ

ん

、

そ

れ

急

ぎ

で

し

ょ

う

か

？

私

も

う

退

社

時

間

で

」

大

和

田

「

昼

ま

で

に

完

成

で

も

い

い

ん

だ

が

…

残

業

く

ら

い

で

き

る

だ

ろ

。

ち

ゃ

っ

ち

ゃ

と

や

っ

ち

ゃ

っ

て

く

れ

よ

」

映

理

「

す

み

ま

せ

ん

、

今

日

は

家

の

こ

と

が

あ

っ

て

残

業

は

で

き

な

い

ん

で

す

。

お

昼

ま

で

な

ら

、

明

日

必

ず

や

り

ま

す

ん

で

」

大

和

田

、

お

お

げ

さ

な

溜

息

。

大

和

田

「

家

の

こ

と

、

家

の

こ

と

。

そ

う

い

う

の

を

言

い

訳

に

し

て

、

や

る

べ

き

仕

事

を

中

途

半

端

に

し

か

で

き

な

い

か

ら

契

約

社

員

は

ダ

メ

な

ん

だ

」

映

理

「

な

ん

で

す

か

そ

の

言

い

草

。

契

約

社

員

は

法
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律

で

認

め

ら

れ

た

立

派

な

働

き

方

で

す

よ

」

大

和

田

「

中

途

半

端

が

一

番

迷

惑

だ

っ

て

言

っ

て

る

ん

だ

」

映

理

「

ど

っ

ち

も

中

途

半

端

に

な

ん

か

し

て

ま

せ

ん

！

家

族

と

家

計

を

支

え

る

た

め

両

立

さ

せ

よ

う

と

す

る

こ

と

の

何

が

い

け

な

い

ん

で

す

か

！
」

映

理

、

資

料

を

大

和

田

に

付

き

返

す

。

映

理

「

本

日

の

勤

務

時

間

終

了

で

す

。

ど

ー

し

て

も

今

日

中

に

作

り

た

い

と

い

う

の

な

ら

、

ご

自

分

で

や

っ

て

く

だ

さ

い

！
」

映

理

、

早

足

で

帰

っ

て

い

く

。

茫

然

と

立

ち

尽

く

す

大

和

田

。

幸

田

「

手

伝

お

う

か

？

大

和

田

」

大

和

田

と

幸

田

、

並

ん

で

Ｐ

Ｃ

で

作

業

す

る

。

大

和

田

、

イ

ラ

イ

ラ

。

大

和

田

「

な

ん

な

ん

だ

よ

家

族

家

族

っ

て

。

家

の

こ

と

し

な

き

ゃ

と

か

、

だ

っ

た

ら

専

業

主

婦

に

な

っ

て

余

裕

持

っ

て

や

れ

ば

い

い

だ

ろ

」

延

々

と

愚

痴

を

言

っ

て

い

る

大

和

田

。

大

和

田

「

大

体

世

の

中

が

間

違

っ

て

る

ん

だ

。

女

性
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の

社

会

進

出

が

ど

う

と

か

言

う

割

に

は

家

庭

的

な

女

が

い

い

と

か

矛

盾

し

て

る

。

社

会

進

出

を

後

押

し

す

る

な

ら

家

事

は

不

要

と

か

外

注

を

お

勧

め

す

る

と

か

そ

う

い

う

方

向

に

行

く

べ

き

な

ん

じ

ゃ

な

い

の

か

…
。

幸

田

、

ア

ン

タ

は

ど

う

思

う

」

幸

田

「

え

？
」

大

和

田

「

家

庭

的

な

女

っ

て

の

？

家

事

を

や

る

女

」

幸

田

「

そ

り

ゃ

魅

力

的

だ

と

思

う

け

ど

な

。

そ

う

い

う

子

こ

そ

、

い

い

母

親

に

な

る

わ

け

だ

し

」

大

和

田

「

い

い

母

親

と

い

う

か

、

な

ん

で

も

や

っ

て

く

れ

る

な

ん

て

甘

や

か

し

だ

。

小

学

生

に

で

も

な

れ

ば

自

分

で

何

で

も

や

る

べ

き

だ

」

幸

田

「

子

供

じ

ゃ

限

度

が

あ

る

だ

ろ

。

親

の

助

け

は

必

要

だ

」

大

和

田

「

自

分

で

で

き

な

き

ゃ

外

注

す

れ

ば

い

い

だ

け

さ

。

俺

は

そ

う

や

っ

て

昔

か

ら

な

ん

で

も

や

っ

て

き

た

」

幸

田

「

寂

し

く

な

い

か

」

大

和

田

「

そ

ん

な

気

持

ち

…

忘

れ

た

な

」
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〇

同

・

オ

フ

ィ

ス

（

昼

）

忙

し

く

働

い

て

い

る

社

員

た

ち

。

チ

ャ

イ

ム

が

鳴

る

。

各

々

休

憩

に

入

る

。

映

理

、

自

席

で

弁

当

を

開

く

。

揚

げ

物

や

ハ

ン

バ

ー

グ

等

、

茶

色

が

多

い

。

食

べ

て

い

る

映

理

の

後

ろ

を

大

和

田

が

通

り

か

か

る

。

大

和

田

「

茶

色

ば

っ

か

り

。

男

子

高

校

生

か

」

映

理

「

そ

の

通

り

、

男

子

高

校

生

の

た

め

に

作

っ

た

弁

当

の

残

り

で

す

」

大

和

田

「

見

た

目

悪

い

な

」

映

理

「

味

は

美

味

し

い

ん

で

す

よ

？

ほ

ら

」

映

理

、

唐

揚

げ

を

大

和

田

に

差

し

出

す

。

映

理

「

あ

ー

ん

」

大

和

田

、

思

わ

ず

あ

ー

ん

と

し

そ

う

に

な

っ

て

我

に

返

り

咳

払

い

。

大

和

田

「

い

ら

ん

！
」

映

理

「

美

味

し

い

の

に

」

映

理

、

唐

揚

げ

を

頬

張

る

。
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大

和

田

、

ふ

ん

と

鼻

を

鳴

ら

し

て

去

っ

て

い

く

。

大

和

田

「

幸

田

、

駅

前

に

食

べ

に

行

こ

う

」

幸

田

「

あ

、

あ

あ

」

大

和

田

「

し

ょ

ー

も

な

い

弁

当

じ

ゃ

な

く

て

栄

養

た

っ

ぷ

り

の

ラ

ン

チ

食

べ

よ

う

ぜ

」

映

理

、

振

り

返

っ

て

舌

を

出

す

。

大

和

田

、

ニ

ヤ

ッ

と

笑

っ

て

出

て

い

く

。

〇

同

・

オ

フ

ィ

ス

（

日

替

わ

り

）

仕

事

風

景

。

大

和

田

、

携

帯

に

電

話

が

か

か

っ

て

き

て

受

け

る

。

大

和

田

「

お

は

よ

う

ご

ざ

い

ま

す

、

社

長

…
」

机

の

電

話

が

鳴

る

。

映

理

、

電

話

を

取

る

。

映

理

「

は

い

、

ダ

イ

ア

ホ

ー

ム

・

六

道

が

承

り

ま

す

…

は

い

、

お

世

話

に

な

っ

て

お

り

ま

す

」

大

和

田

「

そ

れ

で

は

失

礼

し

ま

す

（

電

話

を

切

る

）
」

映

理

、

大

和

田

を

見

る

。
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映

理

「

あ

、

は

い

。

そ

の

件

で

し

た

ら

、
…

え

ぇ

、

少

々

お

待

ち

く

だ

さ

い

ま

せ

」

映

理

、

電

話

を

保

留

に

す

る

。

映

理

「

大

和

田

さ

ん

、

１

番

に

榊

建

設

の

田

村

さ

ん

」

大

和

田

「

あ

、

あ

り

が

と

…
」

大

和

田

、

映

理

に

笑

顔

を

向

け

か

け

て

か

ら

ハ

ッ

と

し

て

目

を

逸

ら

す

。

大

和

田

「

ご

苦

労

」

映

理

、

ム

カ

ッ

と

す

る

。

大

和

田

「
（

電

話

に

出

て

）

ど

う

も

田

村

課

長

！

お

待

た

せ

い

た

し

ま

し

た

！

先

日

の

件

で

し

ょ

う

か

」

に

こ

や

か

に

話

す

大

和

田

。

映

理

、

大

和

田

を

見

つ

め

て

頬

を

膨

ら

ま

せ

る

。

映

理

「

な

ー

に

が

『

ご

苦

労

』

よ

」

大

和

田

を

睨

み

つ

け

、

舌

を

出

す

映

理

。

視

線

に

気

づ

い

た

大

和

田

、

映

理

の

顔

に

驚

く

。

電

話

が

鳴

り

、

す

ま

し

た

顔

で

映

理

が

出

る

。

映

理

「

は

い

、

ダ

イ

ア

ホ

ー

ム

・

六

道

が

承

り

ま

す

…
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は

い

、

お

世

話

に

な

っ

て

お

り

ま

す

」

大

和

田

、

映

理

を

睨

み

つ

け

る

。

〇

同

・

会

議

室

前

ド

ア

に

「

使

用

中

」

の

札

が

か

か

っ

て

い

る

。

大

和

田

の

声

「

さ

っ

き

の

は

な

ん

だ

お

前

」

〇

同

・

会

議

室

大

和

田

、

資

料

の

束

を

前

に

仁

王

立

ち

。

映

理

、

資

料

を

一

部

ず

つ

分

け

て

製

本

作

業

。

大

和

田

「

俺

が

真

面

目

に

仕

事

の

電

話

を

し

て

い

る

時

に

邪

魔

す

る

よ

う

な

真

似

し

て

。

こ

れ

だ

か

ら

仕

事

に

真

剣

さ

が

足

り

な

い

契

約

社

員

は

嫌

な

ん

だ

」

映

理

「

わ

ざ

わ

ざ

相

手

が

私

だ

か

ら

っ

て

態

度

変

え

る

よ

う

な

マ

ネ

す

る

こ

と

の

ど

こ

が

真

面

目

な

ん

で

す

か

？

ほ

ら

、

製

本

手

伝

っ

て

く

だ

さ

い

よ

。

あ

な

た

の

希

望

で

し

ょ

？

今

ど

き

ア

ナ

ロ

グ

な

資

料

作

成

」

映

理

、

ホ

ッ

チ

キ

ス

を

差

し

出

す

。
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大

和

田

、

目

を

逸

ら

す

。

大

和

田

「

単

純

な

事

務

作

業

は

女

の

方

が

う

ま

い

ん

だ

」

映

理

「

あ

ー

今

度

は

女

性

蔑

視

！

大

和

田

さ

ん

、

実

は20

く

ら

い

年

齢

サ

バ

読

ん

で

ま

せ

ん

？

価

値

観

古

す

ぎ

。

て

い

う

か

自

分

が

不

器

用

で

で

き

な

い

こ

と

と

性

別

絡

め

な

い

で

く

れ

ま

す

？
」

大

和

田

「

う

る

さ

い

な

君

は

！

こ

ん

な

契

約

社

員

は

初

め

て

だ

！

で

き

な

い

な

ん

て

言

っ

て

な

い

だ

ろ

う

！

俺

は

何

を

や

ら

せ

て

も

う

ま

い

ん

だ

！
」

大

和

田

、

ホ

ッ

チ

キ

ス

を

ひ

っ

た

く

っ

て

資

料

の

束

を

綴

じ

始

め

る

。

悪

戦

苦

闘

す

る

大

和

田

を

見

る

映

理

、

笑

顔

。

映

理

「

そ

う

そ

う

。

二

人

で

頑

張

り

ま

し

ょ

う

ね

ー

」

資

料

の

表

紙

「

駅

前

ラ

ン

ド

マ

ー

ク

マ

ン

シ

ョ

ン

建

設

に

つ

い

て

・

発

案

者

大

和

田

誠

・

六

道

映

理

」

〇

同

・

会

議

室

（

夕

）

資

料

の

表

紙

に

夕

日

が

差

し

込

ん

で

い

る

。
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各

座

席

に

製

本

さ

れ

た

資

料

が

並

ん

で

い

る

。

映

理

、

満

足

げ

に

見

て

い

る

。

映

理

「

完

璧

。

（

腕

時

計

を

見

て

）

ち

ょ

う

ど

間

に

合

い

ま

し

た

ね

、

大

和

田

さ

ん

」

映

理

、

隣

の

大

和

田

を

振

り

返

る

。

大

和

田

、

机

に

突

っ

伏

し

て

い

る

。

映

理

「

大

和

田

さ

ん

？
」

大

和

田

、

ハ

ッ

と

し

て

顔

を

上

げ

る

。

大

和

田

「

な

、

な

ん

だ

？

ち

ょ

っ

と

寝

て

た

…
」

映

理

「

こ

れ

か

ら

大

事

な

会

議

っ

て

言

う

時

に

緊

張

感

な

い

で

す

ね

ぇ

。

真

剣

さ

が

足

り

な

い

の

っ

て

ど

っ

ち

で

し

た

っ

け

」

大

和

田

「

ち

ょ

っ

と

昨

日

寝

不

足

だ

っ

た

だ

け

だ

」

大

和

田

、

起

き

上

が

る

が

足

元

が

ふ

ら

つ

く

。

映

理

、

慌

て

て

支

え

る

。

映

理

「

何

や

っ

て

ん

で

す

か

。

大

丈

夫

で

す

か

？

プ

レ

ゼ

ン

代

わ

り

ま

し

ょ

う

か

」

大

和

田

「

触

る

な

、

契

約

社

員

」

大

和

田

、

映

理

の

手

を

ど

か

す

。

大

和

田

「

ト

イ

レ

行

っ

て

く

る

」
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大

和

田

、

出

て

い

く

。

映

理

「

ま

ー

可

愛

く

な

い

。

そ

ん

な

調

子

で

プ

レ

ゼ

ン

な

ん

て

で

き

る

ん

で

す

か

ね

ー

」

ド

ア

が

閉

ま

る

。

映

理

、

ド

ア

を

見

つ

め

る

。

×
×

×

大

和

田

の

声

「

お

手

元

の

資

料

を

開

い

て

く

だ

さ

い

」

会

議

室

に

重

役

が

複

数

人

並

ん

で

資

料

を

開

い

て

い

る

。

大

和

田

、

マ

イ

ク

を

持

っ

て

登

壇

し

て

い

る

。

映

理

、

脇

に

立

ち

資

料

を

見

て

い

る

。

大

和

田

の

声

「

な

ご

み

駅

周

辺

は

再

開

発

計

画

が

進

ん

で

い

て

…
」

マ

イ

ク

を

通

す

大

和

田

の

少

し

苦

し

そ

う

な

声

。

映

理

、

大

和

田

を

見

る

。

大

和

田

、

演

台

に

手

を

突

い

て

話

し

て

い

る

。

大

和

田

の

首

筋

に

汗

が

大

量

に

浮

か

ん

で

い

る

。

映

理

、

大

和

田

に

駆

け

寄

ろ

う

と

す

る

。
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大

和

田

、

話

し

な

が

ら

映

理

を

手

で

制

止

す

る

。

映

理

、

立

ち

止

ま

る

。

大

和

田

、

背

筋

を

伸

ば

し

て

話

を

続

け

る

。

大

和

田

「

今

後

都

心

部

へ

の

ア

ク

セ

ス

が

改

善

さ

れ

る

こ

と

か

ら

、

な

ご

み

駅

周

辺

が

ベ

ッ

ド

タ

ウ

ン

と

し

て

機

能

す

る

こ

と

が

可

能

と

な

り

ま

す

。

そ

こ

で

…
」

映

理

、

大

和

田

を

ジ

ッ

と

見

つ

め

る

。

〇

同

・

企

画

部

（

夜

）

映

理

と

大

和

田

が

入

っ

て

く

る

。

映

理

、

電

気

を

点

け

る

。

手

を

突

い

て

う

つ

む

く

大

和

田

に

近

付

く

。

映

理

「

お

疲

れ

さ

ま

で

し

た

、

完

璧

だ

っ

た

と

思

い

ま

す

。

で

も

…

大

丈

夫

で

す

か

？
」

大

和

田

「
（

間

を

置

い

て

）

う

ん

？
」

映

理

を

振

り

返

る

大

和

田

、

真

っ

青

。

映

理

「

え

、

真

っ

青

じ

ゃ

な

い

で

す

か

…
」

大

和

田

、

意

識

を

失

い

映

理

に

倒

れ

こ

む

。
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映

理

、

慌

て

て

受

け

止

め

る

。

映

理

「

お

、

大

和

田

さ

ん

！

大

和

田

さ

ん!?

」

大

和

田

、

目

を

閉

じ

て

い

る

。

〇

医

務

室

（

夜

）

ベ

ッ

ド

に

横

に

な

る

大

和

田

。

映

理

、

電

話

し

な

が

ら

大

和

田

の

額

に

冷

却

シ

ー

ト

を

貼

る

。

映

理

「

う

ん

、

だ

か

ら

ち

ょ

っ

と

帰

り

遅

く

な

る

か

も

…

ご

飯

先

に

食

べ

ち

ゃ

っ

て

も

い

い

か

ら

。

ご

め

ん

ね

。

姉

ち

ゃ

ん

い

な

く

て

も

ち

ゃ

ん

と

宿

題

す

ん

の

よ

。
…

う

ん

、

じ

ゃ

あ

ね

」

大

和

田

、

映

理

の

手

首

を

掴

む

。

映

理

「
（

電

話

を

切

っ

て

）

大

和

田

さ

ん

？

気

が

付

き

ま

し

た

？
」

大

和

田

、

目

を

閉

じ

た

ま

ま

う

な

さ

れ

て

い

る

。

大

和

田

「

か

あ

、

さ

ん

…

行

か

な

い

で

…
」

映

理

、

目

を

丸

く

す

る

。

大

和

田

「

い

や

だ

、

一

人

は

嫌

だ

…

い

い

子

に

す

る
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か

ら

。

全

部

言

う

こ

と

聞

く

か

ら

頑

張

る

か

ら

…
」

大

和

田

、

涙

を

流

し

な

が

ら

う

な

さ

れ

て

い

る

。

映

理

、

大

和

田

の

手

を

取

っ

て

握

り

締

め

る

。

反

対

の

手

で

大

和

田

の

頭

を

撫

で

る

。

映

理

「

大

丈

夫

、

大

丈

夫

、

一

人

じ

ゃ

な

い

か

ら

ね

」

大

和

田

、

声

を

あ

げ

て

泣

い

て

い

る

。

映

理

、

繰

り

返

し

声

を

か

け

る

。

枕

元

の

大

和

田

の

携

帯

を

手

に

取

り

立

ち

上

が

る

。×
×

×

静

か

に

眠

っ

て

い

る

大

和

田

。

ゆ

っ

く

り

を

目

を

開

け

て

周

囲

を

見

回

す

。

映

理

の

声

「

だ

か

ら

！

そ

う

い

う

考

え

が

お

か

し

い

っ

て

言

っ

て

る

ん

で

す

！
」

大

和

田

、

顔

を

上

げ

る

。

ド

ア

の

向

こ

う

、

窓

越

し

に

映

理

の

背

中

が

見

え

る

。

〇

医

務

室

前

（

夜

）
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映

理

が

大

和

田

の

電

話

で

話

し

て

い

る

。

映

理

の

大

声

が

廊

下

に

響

い

て

い

る

。

映

理

「

わ

か

り

ま

す

？

一

番

苦

し

い

時

に

真

っ

先

に

出

た

言

葉

が

『

行

か

な

い

で

』

で

す

よ!?

ど

ん

だ

け

息

子

に

寂

し

い

思

い

さ

せ

て

ん

で

す

か

あ

な

た

は

！

確

か

に

誠

さ

ん

は

優

秀

で

す

け

ど

ね

ぇ

、

あ

な

た

の

教

育

が

悪

い

せ

い

で

寂

し

が

り

屋

の

く

せ

に

人

に

マ

ウ

ン

ト

取

る

こ

と

し

か

で

き

な

い

人

間

に

育

っ

ち

ゃ

っ

て

ん

で

す

よ

！

そ

れ

で

一

番

弱

っ

た

時

に

大

声

で

泣

か

な

き

ゃ

な

ら

な

い

ん

で

す

！

わ

か

り

ま

す

？

大

の

大

人

が

『

行

か

な

い

で

』

っ

て

泣

く

カ

ッ

コ

悪

さ

！

誰

の

責

任

で

す

か

こ

れ

！
」

〇

医

務

室

（

夜

）

大

和

田

、

ベ

ッ

ド

か

ら

半

身

を

起

こ

し

て

映

理

を

見

て

い

る

。

大

和

田

「

六

道

…
」

映

理

の

声

「

も

う

い

い

で

す

！

あ

な

た

み

た

い

の

が

毒

親

っ

て

い

う

ん

で

す

ね

！

よ

ー

く

わ

か

り

ま

し

た

！

勉

強

に

な

り

ま

し

た

！

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い
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ま

し

た

！

さ

よ

な

ら

！
」

乱

暴

に

ド

ア

が

開

き

映

理

が

入

っ

て

く

る

。

大

和

田

、

ポ

カ

ン

と

映

理

を

見

る

。

映

理

「
（

携

帯

を

枕

元

に

戻

し

つ

つ

）

具

合

、

ち

ょ

っ

と

は

良

く

な

り

ま

し

た

？
」

大

和

田

「

あ

、

あ

あ

」

映

理

「

そ

う

で

す

か

、

よ

か

っ

た

」

映

理

、

冷

蔵

庫

に

向

か

い

中

か

ら

麦

茶

の

ペ

ッ

ト

ボ

ト

ル

を

取

り

出

す

。

映

理

、

無

言

で

コ

ッ

プ

に

麦

茶

を

注

ぐ

。

大

和

田

「

あ

の

、

六

道

…
」

映

理

「

大

和

田

さ

ん

」

映

理

、

麦

茶

の

入

っ

た

コ

ッ

プ

を

大

和

田

に

差

し

出

す

。

映

理

「

私

、

決

め

ま

し

た

。

私

が

あ

な

た

に

家

族

っ

て

い

う

も

の

を

教

え

て

あ

げ

ま

す

」

大

和

田

、

映

理

を

見

上

げ

る

。

映

理

、

大

和

田

を

見

つ

め

返

す

。

大

和

田

「

そ

れ

っ

て

プ

ロ

ポ

ー

ズ

か

？
」

映

理

「

え

っ

」
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大

和

田

、

コ

ッ

プ

を

受

け

取

る

。

麦

茶

を

呷

っ

て

ニ

ヤ

リ

と

す

る

大

和

田

。

映

理

「

い

や

、

私

は

ま

だ

そ

ん

な

つ

も

り

じ

ゃ

…
」

大

和

田

「

ま

、

今

は

そ

れ

で

い

い

や

」

〇

大

和

田

家

・

ダ

イ

ニ

ン

グ

（

朝

）

パ

ジ

ャ

マ

姿

の

誠

が

立

っ

て

い

る

。

机

の

上

、

麦

茶

が

置

い

て

あ

る

。

誠

、

手

に

取

る

。

〇

六

道

家

・

ダ

イ

ニ

ン

グ

（

夜

）

志

郎

、

宿

題

を

し

て

い

る

。

理

人

、

ゲ

ー

ム

を

し

て

い

る

。

理

人

「

姉

ち

ゃ

ん

ま

だ

か

な

ー

」

志

郎

「

そ

ろ

そ

ろ

じ

ゃ

ね

」

ド

ア

が

開

く

音

が

聞

こ

え

る

。

映

理

の

声

「

た

だ

い

ま

ー

。

あ

、

じ

ゃ

あ

ど

う

ぞ

上

が

っ

て

く

だ

さ

い

」

映

理

が

入

っ

て

く

る

。

映

理

「

理

人

！

宿

題

ち

ゃ

ん

と

や

っ

た

ん

で

し

ょ

う
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ね

！
」

理

人

「

や

っ

た

よ

」

志

郎

「

嘘

つ

け

ず

っ

と

ゲ

ー

ム

や

っ

て

た

じ

ゃ

ん

」

大

和

田

が

入

っ

て

く

る

。

大

和

田

「

…

お

邪

魔

し

ま

す

」

志

郎

・

理

人

「
（

困

惑

し

つ

つ

）

い

ら

っ

し

ゃ

い

ま

せ

」

映

理

「

そ

こ

座

っ

て

待

っ

て

て

く

だ

さ

い

ね

」

映

理

、

キ

ッ

チ

ン

に

立

つ

。

大

和

田

、

席

に

着

く

。

志

郎

と

理

人

、

大

和

田

を

見

る

。

大

和

田

「

…

ど

う

も

初

め

ま

し

て

」

志

郎

・

理

人

「

は

じ

め

ま

し

て

」

志

郎

「

え

っ

と

」

大

和

田

「

あ

、

え

っ

と

俺

…

私

は

彼

女

の

」

理

人

「

姉

ち

ゃ

ん

の

彼

氏!?

」

映

理

、

鍋

を

流

し

に

落

と

し

て

し

ま

う

。

映

理

「

ち

、

違

う

の

！

姉

ち

ゃ

ん

の

先

輩

！

上

司

！

ち

ょ

っ

と

色

々

あ

っ

て

家

で

夕

飯

を

ふ

る

ま

う

こ

と

に

な

っ

た

だ

け

！
」
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理

人

「

え

ー

色

々

っ

て

な

ん

だ

よ

」

映

理

「

色

々

は

色

々
。

あ

ん

た

は

さ

っ

さ

と

宿

題

や

ん

な

さ

い

！
」

理

人

「

は

ぁ

い

」

理

人

、

部

屋

を

出

て

い

く

。

映

理

、

料

理

を

始

め

る

。

大

和

田

と

志

郎

、

気

ま

ず

い

沈

黙

。

志

郎

「

あ

、

え

っ

と

お

茶

出

し

ま

す

！
」

大

和

田

「

あ

、

あ

あ

お

構

い

な

く

…
」

志

郎

、

冷

蔵

庫

か

ら

麦

茶

を

出

し

て

大

和

田

に

出

す

。

志

郎

「

ど

う

ぞ

！
」

大

和

田

「

あ

り

が

と

う

」

大

和

田

、

コ

ッ

プ

を

受

け

取

る

。

志

郎

「

あ

の

。

姉

ち

ゃ

ん

、

ち

ゃ

ん

と

仕

事

や

っ

て

ま

す

か

」

大

和

田

「

え

？

ま

ぁ

…

そ

れ

な

り

に

は

」

志

郎

「

姉

ち

ゃ

ん

、

ホ

ン

ト

は

教

師

に

な

り

た

か

っ

た

ん

で

す

。

子

供

好

き

だ

か

ら

。

で

も

、

母

ち

ゃ

ん

が

死

ん

で

、

母

ち

ゃ

ん

の

代

わ

り

や

ら

な

き

ゃ
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い

け

な

く

な

っ

て

、

免

許

取

る

の

諦

め

た

ん

で

す

。

突

然

だ

っ

た

か

ら

マ

ト

モ

な

就

活

も

で

き

な

く

て

」

大

和

田

「

…

そ

う

か

」

志

郎

「

今

考

え

た

ら

、

そ

ん

な

こ

と

し

な

い

で

も

い

く

ら

で

も

方

法

あ

っ

た

気

が

す

る

ん

で

す

け

ど

ね

」

映

理

「
（

料

理

し

な

が

ら

）

志

郎

ー

？

大

和

田

さ

ん

に

変

な

こ

と

吹

き

込

ん

で

な

い

で

し

ょ

う

ね

？
」

志

郎

「

な

ん

に

も

！

（

小

声

で

）

あ

ん

な

姉

ち

ゃ

ん

で

す

け

ど

、

よ

ろ

し

く

お

願

い

し

ま

す

」

大

和

田

、

苦

笑

。

理

人

、

国

語

の

教

科

書

と

音

読

カ

ー

ド

を

持

っ

て

く

る

。

席

に

着

く

と

大

声

で

読

み

始

め

る

。

理

人

「

お

お

き

な

か

ぶ

！

お

じ

い

さ

ん

が

、

か

ぶ

の

た

ね

を

ま

き

ま

し

た

ー

！
」

志

郎

「

う

る

せ

ー

よ

」

理

人

「
（

も

っ

と

大

き

く

）

あ

ま

い

あ

ま

い

、

か

ぶ

に

な

れ

ー

！
」

志

郎

「

う

る

せ

ー

っ

て

！
」

映

理

、

両

手

に

料

理

を

持

ち

運

ん

で

く

る

。
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映

理

「

元

気

が

あ

っ

て

い

い

ぞ

理

人

ー

！

で

も

ご

近

所

迷

惑

も

考

え

て

ね

」

理

人

「

大

き

な

声

の

ト

コ

、

二

重

丸

に

し

て

よ

」

映

理

「

も

ち

ろ

ん

。

花

丸

に

す

る

よ

」

理

人

「

あ

ま

い

あ

ま

い

、

か

ぶ

に

な

れ

！

大

き

な

大

き

な

か

ぶ

に

な

れ

」

映

理

「

う

ん

と

こ

ど

っ

こ

い

し

ょ

！
」

理

人

「

ま

だ

そ

こ

じ

ゃ

な

い

！
」

映

理

「

あ

は

は

、

早

す

ぎ

た

か

ー

」

映

理

、

配

膳

し

な

が

ら

映

理

「

今

日

は

私

の

得

意

料

理

な

ん

で

。

家

庭

の

味

、

と

く

と

味

わ

っ

て

く

だ

さ

い

ね

」

肉

じ

ゃ

が

、

野

菜

炒

め

、

冷

奴

、

み

そ

汁

、

ご

飯

と

並

べ

て

い

く

。

大

き

く

切

ら

れ

た

じ

ゃ

が

い

も

が

皿

か

ら

転

が

り

落

ち

る

。

志

郎

「

あ

ー

も

う

何

や

っ

て

ん

だ

よ

姉

ち

ゃ

ん

」

志

郎

、

じ

ゃ

が

い

も

を

拾

っ

て

自

分

の

皿

に

乗

せ

テ

ー

ブ

ル

を

布

巾

で

拭

く

。

志

郎

「

い

く

ら

な

ん

で

も

盛

り

す

ぎ

」
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映

理

「

あ

は

は

、

ご

め

ん

」

志

郎

「

ま

っ

た

く

…
」

大

和

田

、

映

理

た

ち

を

見

な

が

ら

麦

茶

を

飲

む

。

〇

六

道

家

・

玄

関

（

夜

）

大

和

田

、

靴

を

履

き

土

間

に

立

つ

。

大

和

田

「

今

日

は

世

話

に

な

っ

た

な

」

見

送

り

に

出

て

い

る

映

理

・

志

郎

・

理

人

。

映

理

「

明

日

は

休

み

ま

す

？
」

大

和

田

「

い

や

、

出

る

よ

。

残

務

処

理

が

あ

る

」

不

安

げ

な

表

情

の

映

理

。

大

和

田

「

そ

ん

な

顔

す

る

な

。

も

う

す

っ

か

り

元

気

だ

か

ら

。

お

前

ら

の

お

か

げ

で

な

」

映

理

「

え

っ

」

理

人

「

大

和

田

の

兄

ち

ゃ

ん

、

明

日

ま

た

来

て

ね

」

志

郎

「

こ

ら

。

（

大

和

田

に

）

い

つ

で

も

い

い

ん

で

ま

た

来

て

く

だ

さ

い

」

大

和

田

「

あ

り

が

と

う

。

そ

れ

じ

ゃ

」

大

和

田

、

ド

ア

を

開

け

る

。
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映

理

「

気

を

付

け

て

」

大

和

田

、

志

郎

と

理

人

に

手

を

振

り

な

が

ら

出

て

い

く

。

見

送

る

映

理

。

大

和

田

、

立

ち

止

ま

る

。

大

和

田

「

あ

あ

そ

れ

と

。

今

日

の

こ

と

忘

れ

て

く

れ

」

映

理

「

え

」

大

和

田

「

い

い

な

！

忘

れ

ろ

よ

！
」

大

和

田

、

大

股

で

去

っ

て

い

く

。

〇

株

式

会

社

ダ

イ

ア

ホ

ー

ム

・

オ

フ

ィ

ス

慌

た

だ

し

い

社

内

。

大

和

田

、

Ｐ

Ｃ

に

向

か

い

真

剣

に

打

ち

込

ん

で

い

る

。

映

理

、

ホ

ッ

ト

コ

ー

ヒ

ー

を

運

ん

で

く

る

。

大

和

田

、

無

言

で

受

け

取

る

。

大

和

田

「

こ

の

間

の

物

件

情

報

の

資

料

は

」

映

理

「

で

き

て

ま

す

。

そ

れ

と

榊

建

設

の

田

村

さ

ん

か

ら

電

話

が

あ

り

ま

し

た

。

昨

日

の

プ

レ

ゼ

ン

に

つ

い

て

詳

し

く

き

き

た

い

っ

て

」
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遠

く

か

ら

様

子

を

見

て

い

る

幸

田

、

夕

子

(26)

、

朝

子

(28)

。

大

和

田

「

わ

か

っ

た

。

あ

り

が

と

う

。

資

料

は

机

に

置

い

と

い

て

」

映

理

「

は

い

」

大

和

田

、

鞄

を

持

っ

て

出

て

い

く

。

映

理

、

カ

ッ

プ

を

持

っ

て

給

湯

室

へ

向

か

う

。

〇

同

・

給

湯

室

カ

ッ

プ

を

洗

う

映

理

。

夕

子

「

ち

ょ

っ

と

六

道

さ

ん

！

ど

う

い

う

こ

と

？
」

映

理

「

何

が

で

す

か

？
」

朝

子

「

大

和

田

さ

ん

よ

！

ア

ン

タ

た

ち

昨

日

ま

で

す

ご

か

っ

た

じ

ゃ

な

い

？
」

夕

子

「

熱

は

…

な

い

わ

ね

。

あ

る

の

は

大

和

田

さ

ん

の

方

？
」

映

理

「

い

え

い

え

、

あ

っ

た

の

は

昨

日

の

方

で

」

夕

子

・

朝

子

「

な

に

？
」

映

理

「

こ

っ

ち

の

話

で

す

～
。

ご

心

配

お

か

け

し

ま

し

た

け

ど

、

今

は

も

う

大

丈

夫

っ

て

こ

と

で

。

そ
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れ

じ

ゃ

」

映

理

、

鼻

歌

を

歌

い

な

が

ら

出

て

い

く

。

夕

子

「

宇

宙

人

に

で

も

乗

っ

取

ら

れ

た

か

し

ら

」

〇

同

・

駐

車

場

社

用

車

が

並

ん

で

い

る

。

電

話

を

か

け

な

が

ら

大

和

田

が

歩

い

て

く

る

。

大

和

田

「

う

ん

…

ま

ぁ

用

っ

て

ほ

ど

じ

ゃ

な

い

ん

だ

け

ど

。

う

ん

。

昨

日

の

電

話

、

ご

め

ん

。

そ

れ

だ

け

言

い

た

く

て

。

え

？

あ

あ

、

具

合

は

も

う

大

丈

夫

。

た

だ

の

寝

不

足

だ

か

ら

。

い

や

、

彼

女

は

そ

ん

な

ん

じ

ゃ

な

く

て

た

だ

の

契

約

社

員

で

」

大

和

田

、

車

に

乗

り

込

む

。

大

和

田

「

あ

あ

…

そ

う

す

る

。

母

さ

ん

。

俺

、

別

に

恨

ん

だ

り

し

て

な

い

か

ら

。

そ

れ

だ

け

。

じ

ゃ

あ

」

大

和

田

、

電

話

を

切

っ

て

携

帯

を

見

つ

め

る

。

走

り

出

す

車

。

〇

同

・

オ

フ

ィ

ス

映

理

、

パ

ソ

コ

ン

で

仕

事

を

し

て

い

る

。
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大

和

田

、

パ

ソ

コ

ン

を

操

作

し

な

が

ら

電

話

で

話

し

て

い

る

。

大

和

田

、

映

理

に

指

示

を

出

す

。

映

理

、

う

な

ず

い

て

席

を

立

つ

。

壁

の

成

績

表

、

大

和

田

の

件

数

が

か

な

り

増

え

て

い

る

。

寺

島

、

笑

顔

で

社

内

を

見

て

い

る

。

〇

六

道

家

・

キ

ッ

チ

ン

（

夜

）

映

理

と

大

和

田

が

並

ん

で

立

っ

て

い

る

。

大

和

田

、

お

ぼ

つ

か

な

い

手

で

、

包

丁

で

じ

ゃ

が

い

も

の

皮

を

向

い

て

い

る

。

映

理

「

ダ

メ

ダ

メ

、

そ

こ

に

指

あ

っ

た

ら

切

っ

ち

ゃ

い

ま

す

よ

！
」

大

和

田

「

じ

ゃ

あ

ど

こ

も

っ

て

剥

け

ば

い

い

ん

だ

」

映

理

「

あ

ー

も

う

見

て

ら

ん

な

い

。

（

ピ

ー

ラ

ー

渡

し

て

）

こ

れ

使

っ

て

く

だ

さ

い

！
」

大

和

田

「

え

、

な

ん

だ

よ

こ

ん

な

便

利

な

も

の

あ

る

な

ら

最

初

に

出

せ

よ

」

映

理

「

最

初

か

ら

便

利

な

も

の

に

頼

っ

て

た

ら

成

長
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し

ま

せ

ん

よ

。

難

し

く

て

も

不

便

で

も

最

初

は

基

本

か

ら

」

大

和

田

「

お

前

意

外

と

そ

う

い

う

と

こ

古

風

だ

よ

な

。

体

育

会

系

っ

つ

ー

か

」

映

理

「

余

裕

あ

る

と

き

は

ち

ゃ

ん

と

し

た

手

順

で

覚

え

て

い

っ

た

方

が

い

い

ん

で

す

よ

。

そ

の

方

が

上

手

い

手

の

抜

き

方

も

わ

か

っ

て

く

る

し

」

大

和

田

「

そ

ん

な

も

ん

か

ね

」

映

理

「

私

な

ん

か

は

い

き

な

り

家

事

全

部

担

当

だ

っ

た

ん

で

、

と

に

か

く

効

率

よ

く

回

す

こ

と

を

最

優

先

で

考

え

て

や

っ

て

ま

し

た

け

ど

ね

」

大

和

田

「

じ

ゃ

あ

お

前

も

包

丁

で

や

っ

て

な

い

の

か

よ

」

映

理

「

余

裕

出

て

き

て

か

ら

ち

ゃ

ん

と

勉

強

し

て

ま

す

～

残

念

で

し

た

」

大

和

田

「

あ

ー

そ

う

で

す

か

」

映

理

「

そ

れ

剥

き

終

わ

っ

た

ら

切

っ

て

く

だ

さ

い

ね

。

カ

レ

ー

の

時

は

煮

込

み

す

ぎ

て

消

え

ち

ゃ

わ

な

い

よ

う

に

大

き

め

に

」

大

和

田

「

大

き

め

…

こ

ん

な

も

ん

か

」
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映

理

「

半

分

じ

ゃ

で

か

す

ぎ

ま

す

よ

！
」

大

和

田

「

大

き

め

っ

て

言

っ

た

じ

ゃ

な

い

か

」

映

理

「

限

度

っ

て

も

ん

が

あ

り

ま

す

っ

て

！

は

ー

も

う

、

大

和

田

さ

ん

、

仕

事

以

外

は

大

概

ポ

ン

コ

ツ

で

す

ね

」

大

和

田

「

う

る

さ

い

、

契

約

社

員

」

映

理

「

そ

れ

今

関

係

な

い

で

し

ょ

ー

！

都

合

悪

く

な

る

と

す

ぐ

そ

れ

言

う

！
」

〇

同

・

廊

下

志

郎

、

キ

ッ

チ

ン

を

そ

っ

と

覗

い

て

い

る

。

理

人

「

兄

ち

ゃ

ん

、

お

腹

空

い

た

」

志

郎

「
（

シ

ー

ッ

！
）

も

う

ち

ょ

っ

と

待

っ

て

よ

う

な

（

ス

ナ

ッ

ク

を

理

人

に

渡

し

つ

つ

）
」

志

郎

と

理

人

、

奥

の

部

屋

へ

戻

っ

て

い

く

。

理

人

「

姉

ち

ゃ

ん

楽

し

そ

う

だ

ね

」

志

郎

「

そ

う

だ

な

」

〇

株

式

会

社

ダ

イ

ア

ホ

ー

ム

・

オ

フ

ィ

ス

寺

島

の

席

の

前

に

大

和

田

が

立

っ

て

い

る

。
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寺

島

、

笑

顔

。

大

和

田

、

真

剣

な

顔

で

寺

島

を

見

る

。

寺

島

「

ま

だ

内

示

だ

か

ら

、

く

れ

ぐ

れ

も

秘

密

な

」

大

和

田

「

は

い

。

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

す

」

大

和

田

、

深

く

頭

を

下

げ

る

。

寺

島

「

い

や

い

や

、

全

部

君

の

頑

張

り

だ

か

ら

。

向

こ

う

に

行

っ

て

も

よ

ろ

し

く

ね

」

大

和

田

「

は

い

」

大

和

田

、

足

取

り

軽

く

席

に

戻

る

。

映

理

「

何

か

あ

っ

た

ん

で

す

か

？
」

大

和

田

「
（

咳

払

い

）

な

ん

で

も

な

い

」

映

理

「

そ

う

で

す

か

」

大

和

田

「

…

六

道

」

映

理

「

は

い

？
」

大

和

田

「
（

咳

払

い

）

今

夜

飲

み

に

行

か

な

い

か

」

映

理

「

は

い!?

」

大

和

田

「

嫌

な

ら

い

い

！

ち

ょ

っ

と

言

っ

て

み

た

だ

け

だ

か

ら

！

気

に

す

ん

な

！
」

映

理

「

嫌

じ

ゃ

な

い

で

す

よ

、

た

だ

ち

ょ

っ

と

驚

い

た

だ

け

で

す

」
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大

和

田

「

あ

ー

…

で

も

ダ

メ

か

。

志

郎

く

ん

た

ち

が

い

る

し

な

」

映

理

「

平

気

で

す

よ

。

今

日

は

お

父

さ

ん

が

夜

勤

明

け

で

家

に

い

ま

す

し

」

大

和

田

「

そ

う

か

」

映

理

「

じ

ゃ

あ

飲

み

に

行

き

ま

す

か

。

上

司

な

ん

で

す

か

ら

奢

り

で

す

よ

ね

？
」

大

和

田

「

薄

給

だ

、

バ

カ

」

大

和

田

と

映

理

、

和

や

か

に

会

話

し

て

い

る

。

遠

く

か

ら

朝

子

、

夕

子

、

幸

田

が

見

て

い

る

。

朝

子

「

な

ん

な

の

、

あ

の

別

世

界

」

夕

子

「

ホ

ン

ト

に

別

人

じ

ゃ

な

い

の

か

し

ら

、

大

和

田

さ

ん

」

幸

田

、

深

い

た

め

息

。

〇

居

酒

屋

「

鉄

仮

面

」

（

夜

）

入

口

の

引

き

戸

か

ら

煌

々

と

明

か

り

が

漏

れ

て

い

る

。

客

が

入

店

す

る

。

店

員

の

声

「

い

ら

っ

し

ゃ

い

ま

せ

ー

」
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〇

同

・

店

内

（

夜

）

映

理

と

大

和

田

が

カ

ウ

ン

タ

ー

に

並

ん

で

い

る

。

映

理

、

ビ

ー

ル

ジ

ョ

ッ

キ

を

掲

げ

る

。

映

理

「

は

い

、

か

ん

ぱ

ー

い

」

大

和

田

「

あ

あ

」

ビ

ー

ル

ジ

ョ

ッ

キ

を

ぶ

つ

け

る

。

映

理

「

で

も

急

に

ど

う

し

た

ん

で

す

か

？

大

和

田

さ

ん

か

ら

誘

っ

て

く

れ

た

の

っ

て

初

め

て

で

す

よ

ね

。

ウ

チ

に

は

来

て

く

れ

る

け

ど

呼

ば

れ

た

こ

と

な

い

で

す

し

」

大

和

田

「

ち

ょ

っ

と

な

」

映

理

「

何

か

い

い

こ

と

あ

り

ま

し

た

？
」

大

和

田

「

内

緒

だ

」

映

理

「

あ

ー

い

い

こ

と

あ

っ

た

な

。

ご

機

嫌

だ

か

ら

飲

み

に

行

き

た

か

っ

た

ん

で

し

ょ

。

そ

う

で

す

ね

」

大

和

田

、

黙

っ

て

飲

む

。

映

理

「

そ

れ

な

ら

そ

れ

で

も

い

い

ん

で

す

け

ど

、

そ

こ

で

誘

う

の

が

私

っ

て

い

う

と

こ

ろ

が

寂

し

い

で
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す

ね

ぇ

。

こ

う

い

う

時

、

普

通

は

仲

の

良

い

友

達

と

一

緒

に

お

祝

い

す

る

も

ん

じ

ゃ

な

い

で

す

か

？
」

大

和

田

、

睨

む

。

映

理

「

あ

、

す

み

ま

せ

ん

。

お

友

達

い

ま

せ

ん

で

し

た

？

ま

ぁ

そ

れ

っ

ぽ

い

で

す

け

ど

」

大

和

田

「

う

る

せ

ぇ

よ

」

映

理

「

ま

ぁ

そ

ん

な

に

落

ち

込

ま

な

い

で

く

だ

さ

い

よ

～

私

な

ら

い

く

ら

で

も

お

付

き

合

い

し

て

あ

げ

ま

す

か

ら

！

ね

！
」

大

和

田

「

お

前

は

俺

に

家

族

を

教

え

て

く

れ

る

ん

だ

ろ

」

映

理

「

え

？
」

大

和

田

「

な

ん

で

も

な

い

。

す

み

ま

せ

ー

ん

、

た

こ

わ

さ

一

つ

！
」

映

理

「

あ

、

た

こ

わ

さ

二

つ

で

！
」

〇

駅

前

（

夜

）

真

っ

赤

な

顔

の

映

理

と

大

和

田

が

入

っ

て

く

る

。

ホ

ー

ム

に

電

車

が

入

っ

て

く

る

の

が

見

え

る

。
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映

理

「

あ

、

行

か

な

い

と

」

大

和

田

「

急

げ

よ

」

映

理

「

は

い

。

そ

れ

じ

ゃ

失

礼

し

ま

す

」

映

理

、

会

釈

し

て

走

っ

て

い

く

。

大

和

田

、

そ

れ

を

見

送

っ

て

踵

を

返

す

。

壁

際

の

マ

ガ

ジ

ン

ラ

ッ

ク

に

目

を

や

る

。

賃

貸

情

報

が

書

か

れ

た

チ

ラ

シ

が

何

種

類

も

置

い

て

あ

る

。

一

冊

を

手

に

取

り

去

っ

て

い

く

。

〇

大

和

田

家

・

リ

ビ

ン

グ

（

夜

）

大

和

田

、

酒

を

飲

み

な

が

ら

チ

ラ

シ

を

め

く

り

Ｐ

Ｃ

を

操

作

す

る

。

賃

貸

情

報

サ

イ

ト

を

開

い

て

い

る

。

北

海

道

の

情

報

ペ

ー

ジ

。

一

人

用

マ

ン

シ

ョ

ン

の

ペ

ー

ジ

を

開

き

戻

る

。

フ

ァ

ミ

リ

ー

用

マ

ン

シ

ョ

ン

の

項

目

に

カ

ー

ソ

ル

を

合

わ

せ

る

。

大

和

田

、

悩

ん

だ

挙

句

ク

リ

ッ

ク

。

大

和

田

「

い

や

、

い

く

ら

な

ん

で

も

」
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元

の

ペ

ー

ジ

に

戻

る

。

大

和

田

、

酒

を

一

気

飲

み

す

る

。

ス

マ

ホ

を

手

に

取

り

考

え

込

む

。

〇

株

式

会

社

ダ

イ

ア

ホ

ー

ム

・

オ

フ

ィ

ス

映

理

と

大

和

田

、

そ

れ

ぞ

れ

仕

事

を

し

て

い

る

。

大

和

田

、

パ

ソ

コ

ン

を

閉

じ

る

と

出

か

け

る

用

意

を

始

め

る

。

映

理

「

あ

れ

、

お

で

か

け

で

す

か

」

大

和

田

「

あ

あ

。

高

畠

さ

ん

の

家

で

打

ち

合

わ

せ

だ

。

今

日

は

そ

の

後

早

退

す

る

か

ら

後

は

よ

ろ

し

く

」

映

理

「

珍

し

い

で

す

ね

。

ど

こ

か

具

合

悪

い

？
」

大

和

田

「

そ

う

見

え

る

か

？
」

映

理

「

す

こ

ぶ

る

快

調

そ

う

で

す

」

大

和

田

「

個

人

的

な

用

事

だ

。

母

親

と

の

、

な

」

映

理

、

表

情

を

強

張

ら

せ

る

。

大

和

田

「

ご

心

配

な

く

。

和

や

か

な

会

食

予

定

だ

よ

」

大

和

田

、

笑

顔

で

出

て

い

く

。

映

理

、

見

送

る

。
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映

理

「

あ

の

お

母

さ

ん

と

和

や

か

な

会

食

…

想

像

で

き

な

い

な

」

〇

同

・

エ

ン

ト

ラ

ン

ス

大

和

田

、

鼻

歌

を

歌

い

な

が

ら

会

社

を

出

て

い

く

。

〇

高

畠

家

前

（

夕

）

立

派

な

一

軒

家

。

大

和

田

の

声

「

本

日

は

ど

う

も

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

し

た

」

〇

同

・

玄

関

（

夕

）

広

々

と

し

た

玄

関

。

靴

を

履

い

た

大

和

田

、

立

ち

上

が

る

。

高

畠

(67)

と

洋

子

(64)

、

笑

顔

で

立

っ

て

い

る

。

洋

子

「

お

夕

食

一

緒

に

食

べ

て

い

っ

た

ら

い

い

の

に

」

大

和

田

「

有

難

い

お

話

で

す

が

、

今

日

は

こ

れ

か

ら

会

食

の

予

定

な

の

で

…
。

ま

た

次

の

機

会

に

ぜ

ひ

」
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洋

子

「

ま

ぁ

、

残

念

」

高

畠

「

接

待

と

い

う

や

つ

か

な

。

君

も

相

変

わ

ら

ず

忙

し

く

し

て

い

る

ね

」

大

和

田

「

い

え

、

今

日

の

予

定

は

母

と

の

食

事

で

す

の

で

」

洋

子

「

あ

ら

、

お

母

様

と

！

い

い

わ

ね

ぇ

、

う

ち

な

ん

か

も

う

何

年

も

一

緒

に

食

べ

て

い

な

い

わ

」

大

和

田

「

は

は

、

ウ

チ

も

数

年

ぶ

り

で

す

よ

…

正

直

、

緊

張

し

て

い

ま

す

」

高

畠

「

い

い

こ

と

だ

。

楽

し

ん

で

き

な

さ

い

」

大

和

田

「

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

す

」

高

畠

「

図

面

が

出

来

上

が

る

の

を

楽

し

み

に

し

て

い

る

よ

」

大

和

田

「

お

任

せ

く

だ

さ

い

。

最

速

で

仕

上

げ

ま

し

て

、

す

ぐ

に

ご

連

絡

い

た

し

ま

す

ね

」

洋

子

「

頼

も

し

い

わ

」

大

和

田

「

恐

縮

で

す

。

そ

れ

で

は

、

失

礼

い

た

し

ま

す

」

洋

子

「

お

母

様

に

よ

ろ

し

く

ね

ー

！
」

大

和

田

、

一

礼

し

て

出

て

い

く

。
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洋

子

「

大

和

田

さ

ん

、

ち

ょ

っ

と

雰

囲

気

変

わ

っ

た

ん

じ

ゃ

な

い

？
」

高

畠

「

お

前

も

そ

う

思

う

か

」

洋

子

「

あ

ん

な

に

よ

く

笑

う

子

だ

っ

た

か

し

ら

ね

」

高

畠

「

よ

っ

ぽ

ど

楽

し

み

な

ん

だ

ろ

う

」

高

畠

と

洋

子

、

笑

顔

で

笑

い

あ

う

。

〇

同

・

前

（

夕

）

大

和

田

が

出

て

く

る

。

ス

マ

ホ

を

取

り

出

し

て

電

話

を

か

け

な

な

が

ら

歩

き

始

め

る

。

大

和

田

「

も

し

も

し

。

あ

あ

、

今

終

わ

っ

た

。

も

う

そ

っ

ち

に

行

け

る

…

あ

あ

、

じ

ゃ

あ

そ

こ

に

行

く

か

ら

。

う

ん

。
…

ま

た

後

で

」

大

和

田

、

深

い

息

を

吐

き

な

が

ら

切

る

。

〇

松

乃

屋

児

童

公

園

（

夕

）

閑

散

と

し

た

、

あ

ま

り

広

く

な

い

公

園

。

大

和

田

、

ブ

ラ

ン

コ

に

乗

り

な

が

ら

ス

マ

ホ

を

見

て

い

る

。
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公

園

の

外

を

時

々

車

が

通

っ

て

い

く

。

ス

マ

ホ

の

ア

ル

バ

ム

を

見

る

。

映

理

や

志

郎

、

理

人

と

一

緒

に

撮

っ

た

写

真

が

た

く

さ

ん

あ

る

。

ス

ク

ロ

ー

ル

、

一

番

最

後

に

大

和

田

が

一

人

で

写

っ

て

い

る

動

画

デ

ー

タ

が

あ

る

。

メ

ー

ル

画

面

を

開

き

、

動

画

を

添

付

す

る

。

映

理

の

名

前

を

選

択

す

る

。

母

か

ら

電

話

が

か

か

っ

て

く

る

。

大

和

田

「

も

し

も

し

？

う

ん

、

も

う

着

い

て

る

。

あ

あ

」

ミ

カ

の

声

「

コ

コ

ア

ー

コ

コ

ア

、

ど

こ

ー

？
」

久

我

ミ

カ(7)

、

公

園

の

外

を

歩

い

て

い

る

。

大

和

田

、

ミ

カ

を

見

る

。

大

和

田

「

い

い

よ

、

の

ん

び

り

待

っ

て

る

か

ら

。

こ

こ

久

し

ぶ

り

に

来

た

け

ど

変

わ

っ

て

な

い

ね

」

公

園

の

周

り

を

ウ

ロ

ウ

ロ

し

て

い

る

ミ

カ

。

大

和

田

、

し

ゃ

べ

り

な

が

ら

ミ

カ

を

見

て

い

る

。

車

が

通

っ

て

い

く

。
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ミ

カ

「

コ

コ

ア

ー

戻

っ

て

き

て

ー

！
」

ミ

カ

、

周

囲

を

見

回

し

て

い

る

。

〇

同

・

前ミ

カ

、

ウ

ロ

ウ

ロ

と

探

し

て

い

る

。

ミ

カ

「

コ

コ

ア

ー

」

犬

の

声

が

す

る

。

ミ

カ

、

振

り

返

る

。

コ

コ

ア

（

犬

）

が

歩

い

て

い

る

。

〇

同

・

内大

和

田

、

電

話

で

話

し

て

い

る

。

ト

ラ

ッ

ク

が

走

っ

て

く

る

の

が

見

え

る

。

大

和

田

、

ト

ラ

ッ

ク

を

目

で

追

う

。

ミ

カ

の

頭

が

見

え

る

。

〇

同

・

前

ミ

カ

「

コ

コ

ア

！
」

ミ

カ

、

笑

顔

で

走

る

。

ト

ラ

ッ

ク

が

走

っ

て

く

る

。
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〇

同

・

内大

和

田

、

ハ

ッ

と

し

て

ス

マ

ホ

を

放

り

投

げ

公

園

の

外

へ

走

る

。

ト

ラ

ッ

ク

の

激

し

い

ブ

レ

ー

キ

音

。

〇

六

道

家

・

キ

ッ

チ

ン

（

夜

）

映

理

が

料

理

を

し

て

い

る

。

鍋

に

食

材

を

入

れ

て

火

に

か

け

る

。

キ

ッ

チ

ン

タ

イ

マ

ー

を

操

作

す

る

。

ダ

イ

ニ

ン

グ

で

ス

マ

ホ

に

メ

ー

ル

が

届

く

。

映

理

、

ス

マ

ホ

に

駆

け

寄

る

。

映

理

「

大

和

田

さ

ん

か

ら

だ

」

動

画

が

添

付

さ

れ

て

い

る

。

動

画

を

再

生

す

る

。

〇

大

和

田

の

部

屋

（

動

画

）

殺

風

景

な

部

屋

の

中

心

に

大

和

田

が

座

っ

て

い

る

。

大

和

田

「

え

ー

と

。

見

え

て

い

ま

す

か

、

六

道

さ

ん

。
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大

和

田

で

す

。

ど

う

も

こ

ん

に

ち

は

。

お

は

よ

う

？

こ

ん

ば

ん

は

？

ま

ぁ

い

い

か

。

（

咳

払

い

）

え

ー

、

な

ん

で

こ

ん

な

動

画

を

撮

っ

て

い

る

か

と

い

う

と

、

あ

な

た

に

話

し

た

い

こ

と

が

あ

っ

た

か

ら

で

す

」

真

剣

な

表

情

で

カ

メ

ラ

を

見

る

大

和

田

。

〇

六

道

家

・

キ

ッ

チ

ン

映

理

、

見

な

が

ら

椅

子

に

腰

掛

け

る

。

〇

大

和

田

の

部

屋

（

動

画

）

大

和

田

「

最

初

の

頃

は

面

倒

な

女

だ

と

思

っ

て

た

。

契

約

社

員

の

く

せ

に

色

々

口

出

し

て

く

る

う

る

さ

い

奴

だ

っ

て

。

で

も

、

い

ざ

一

緒

に

働

い

て

み

る

と

、

す

ご

く

や

り

や

す

か

っ

た

。

俺

の

成

績

が

上

が

っ

た

の

も

、

あ

な

た

の

フ

ォ

ロ

ー

が

あ

っ

た

か

ら

だ

と

思

っ

て

る

。

本

気

で

」

〇

六

道

家

・

キ

ッ

チ

ン

映

理

「

え

ー

何

こ

の

動

画

、

大

和

田

さ

ん

気

持

ち

悪

い

ん

だ

け

ど

～
」
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〇

大

和

田

の

部

屋

（

動

画

）

大

和

田

「

仕

事

の

こ

と

だ

け

じ

ゃ

な

く

、

家

族

を

教

え

て

く

れ

た

の

も

大

き

か

っ

た

。

理

人

く

ん

や

志

郎

く

ん

と

過

ご

し

て

、

歳

は

離

れ

て

る

け

ど

兄

弟

っ

て

こ

ん

な

も

ん

か

、

と

か

。

親

っ

て

こ

ん

な

に

大

変

な

の

か

、

と

か

色

々

学

ば

せ

て

も

ら

っ

た

。

あ

な

た

の

お

か

げ

で

、

俺

は

人

間

的

に

成

長

で

き

た

気

が

す

る

。

あ

り

が

と

う

」

大

和

田

、

頭

を

下

げ

る

。

顔

を

上

げ

居

住

ま

い

を

正

す

。

大

和

田

「

え

ー

、

そ

ん

な

わ

け

で

。

実

は

先

日

、

来

季

の

異

動

に

つ

い

て

内

示

が

あ

っ

た

。

俺

、

北

海

道

の

函

館

支

社

の

支

社

長

に

抜

擢

さ

れ

た

ん

だ

」

〇

六

道

家

・

キ

ッ

チ

ン

映

理

「

え

、

す

ご

い

。

支

社

長

っ

て

」

大

和

田

の

声

「

つ

き

ま

し

て

は

」

〇

大

和

田

の

部

屋

（

動

画

）
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大

和

田

、

真

剣

な

表

情

。

大

和

田

「

六

道

映

理

さ

ん

。

俺

と

一

緒

に

北

海

道

へ

来

て

ほ

し

い

。

俺

は

あ

な

た

と

本

当

の

家

族

に

な

り

た

い

」

〇

六

道

家

・

キ

ッ

チ

ン

映

理

、

驚

い

て

ス

マ

ホ

を

取

り

落

と

す

。

大

和

田

の

声

「

こ

ん

な

こ

と

、

直

接

会

っ

て

話

せ

よ

と

思

う

か

も

し

れ

な

い

け

ど

」

〇

大

和

田

の

部

屋

（

動

画

）

大

和

田

、

照

れ

く

さ

そ

う

な

笑

顔

。

大

和

田

「

直

接

だ

と

素

直

に

言

え

そ

う

に

な

い

か

ら

、

先

に

こ

う

や

っ

て

伝

え

て

お

く

こ

と

に

し

た

。

ち

ょ

っ

と

ず

る

い

か

も

し

れ

な

い

が

、

あ

る

意

味

俺

ら

し

い

だ

ろ

」

〇

六

道

家

・

キ

ッ

チ

ン

映

理

、

震

え

る

手

で

ス

マ

ホ

を

取

る

。

大

和

田

の

声

「

と

り

あ

え

ず

、

明

日

の

仕

事

中

は

ま
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ず

普

通

の

態

度

で

頼

む

。

ど

っ

ち

の

答

え

で

も

仕

事

に

影

響

で

て

し

ま

う

か

ら

な

」

映

理

、

零

れ

る

涙

を

拭

い

な

が

ら

笑

顔

で

ス

マ

ホ

を

見

つ

め

る

。

映

理

「

ほ

ん

と

…

ら

し

い

っ

て

言

う

か

…
」

大

和

田

の

声

「

そ

れ

と

、

最

後

に

」

大

和

田

の

ス

マ

ホ

か

ら

着

信

が

来

る

。

映

理

、

す

ま

し

て

電

話

を

受

け

る

。

映

理

「

…

も

し

も

し

…

え

、

あ

の

、

ど

ち

ら

様

で

…
。

え

、

大

和

田

さ

ん

の

お

母

さ

ん

？

急

に

ど

う

し

て

」

映

理

、

表

情

が

強

張

る

。

ス

マ

ホ

の

向

こ

う

か

ら

女

性

の

泣

き

じ

ゃ

く

る

声

と

救

急

車

の

サ

イ

レ

ン

の

音

が

聞

こ

え

る

。

〇

松

乃

屋

児

童

公

園

・

前

（

夜

）

救

急

車

と

パ

ト

カ

ー

が

来

て

い

る

。

ト

ラ

ッ

ク

が

停

ま

っ

て

い

る

。

野

次

馬

の

人

だ

か

り

。

ミ

カ

、

コ

コ

ア

を

抱

い

て

、

母

親

に

泣

き

つ
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い

て

い

る

。

ス

マ

ホ

を

耳

に

当

て

た

ま

ま

座

り

込

み

、

泣

き

じ

ゃ

く

る

女

性

の

後

姿

。

救

急

隊

員

が

救

命

活

動

を

行

っ

て

い

る

。

大

和

田

の

声

「

あ

な

た

に

出

会

え

て

本

当

に

良

か

っ

た

」

隙

間

か

ら

血

だ

ら

け

の

手

が

見

え

る

。

了

２

０

０

字

詰

原

稿

用

紙

換

算

・

１

０

８

枚


